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沖縄県の地理的優位性
が〜 20億⼈以上の巨⼤市場が４、５時間圏内に〜
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沖縄県アジア経済戦略構想のイメージ



重点戦略① アジアをつなぐ、国際競争⼒ある物流拠点の形成
■ 沖縄県の国際物流拠点形成の取り組み ■ 有機的に連携する物流拠点を構築■ 沖縄県の国際物流拠点形成の取り組み ■ 有機的に連携する物流拠点を構築

■ ヤマト運輸によるパーツセンターモデル

4



ＡＮＡ沖縄貨物ハブの運航スケジュール重点戦略① アジアをつなぐ、国際競争⼒ある物流拠点の形成

那覇空港を基点に、貨物専用機（Ｂ７６７－３００Ｆ）をアジア主要都市へ深夜運航

5



重点戦略① アジアをつなぐ、国際競争⼒ある物流拠点の形成
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重点戦略① アジアをつなぐ、国際競争⼒ある物流拠点の形成

○沖縄に製造拠点又はOEM発注
→賞味期限がより有利に

地の利をさらに活用するには・・・

ソウル

→賞味期限がより有利に
→沖縄県産品とのコラボ商品開発

○沖縄にアジア向け配送拠点に
→リパッケージ セット商品化など

上海

→リパッケージ、セット商品化など

台湾 ●香港 台湾 ●

沖縄
香港

生鮮物をDOOR to DOOR で集荷・配送

保冷状態で翌朝には各国へ！

バンコク

Ｅコマースを活用し、 直接生産者から
消費者へ！

全国の特産品を

東南アジア

全国の特産品を
“付加価値の高い、新鮮な状態”

でアジア市場へ 7



「第１回 第２回沖縄大交易会」を開催

重点戦略① アジアをつなぐ、国際競争⼒ある物流拠点の形成

「第１回、第２回沖縄大交易会」を開催

第２回の実績として、
■ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ：200社
■ﾊﾞｲﾔｰ：182社が参加
■2日間で2,273件の商談を実施
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⽇本とアジアを繋ぐ国際ビジネス拠点へ

観光ﾘｿﾞ ﾄ

世界水準の
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ア

観光ﾘｿｰﾄ

情報通信ものづくり

ｱｼﾞｱ情報通信
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地域特性を生かした
独自のものづくり
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国際物流航空機整備

航空関連産業
クラスター

国際競争力ある
ｱｼﾞｱ･ﾘｰｼﾞｮﾅﾙﾊﾌﾞ 本諸

国
クラ タ

自然 歴史 文化 伝統

豊富なソフトパワー

ｼ ｼ

国
農林水産

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ

医療・健康

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力強化等
による輸出促進

先端医療ｾﾝﾀｰ
バイオ、健康食品 環境・ｴﾈﾙｷｰ
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による輸出促進バイオ、健康食品

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
環境ﾓﾃﾞﾙ地域



ご静聴ありがとうござ ましたご静聴ありがとうございました
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